
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文教生活常任委員会」 2014 年 9月 16 日 

4 月より「宝塚のよりよい保育を考える会」として取り組んでき

た請願署名『子どもたちの健やかな成長を願い現行の保育水準

の維持を求める請願』が 9月 16日「文教生活常任委員会」

で審議にかけられました。 

 30 名近くの傍聴者が見守る中、議案は全員一致で趣旨採

択されました。 

「宝塚の保育基準は他市より高く、現状からの後退はやむなし」

という意見もありましたが、よりよい保育を願う２万筆を超える署

名と傍聴者の熱い思いが伝わり、自由討議の中で、採択に消

極的だった委員から「趣旨採択にしてほしい」との発言がありまし

た。 

 紹介議員や他の委員から請願項目までの採択を求める声が

上がりましたが、どうしても意見がまとまらず、委員会の流れの中

で、趣旨採択ということになりました。 

 それでも請願趣旨の中には、「どの施設であっても、子どもたち

がのびのびと健やかに成長し、発達が保障され、保護者が安心

して預けられるところとなって ほしいと願うものです。そのために

も、現行の認可保育所で実施されている保育条件や保育水準

を守ることが求められています。地域型保育の基準も、現行の認  

 

 

可保育所をベースとして、良好な保育環境をつくりだしてほしいと

切に思っています」という言葉が刻まれています。 

私たちはこれからも子どもを中心にすえ、よりよい保育環境の

拡充を求めていけるよう働きかけていきたいと思います。 
 

「小規模保育所はＡ型を基準に！」  

請願の議決後、来年度から実施される子ども・子育て支援

新制度に係る条例が審議され、全員一致で可決されました。 

 保育士の資格や面積基準、安全対策等、新制度の問題点

はたくさんありますが、「小規模保育はＡ型で取り組み、突然の

撤退などが懸念される株式会社の導入 は考えていない」という

部長答弁に加え、副市長は「保育施策は重点施策であり、これ

までの宝塚の保育の質を確保していく」と力強く答えられました。 

 これも今までの署名運動や市への訴えかけなどの私たちの熱い

想いが伝わった大きな成果だと思います！ 

 

【議案結果】 
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子どもたちの健やかな成長を願い 

現行の保育水準の維持を求める請願 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

◇宝塚のよりよい保育を考える会 加盟団体（2014 年９月１７日現在） 

あひる保育園、山本南保育園、宝塚ひよこ保育園、宝塚市保育所保護者会連絡会、宝塚市職員労働組合保育所部会 
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宝塚市安倉西３丁目１－７ 

電 話；0797-86-3309 
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2014 年 9 月 17 日発行 

この請願署名に賛同していただいた皆様大変ありがとうご

ざいました。役員一同心からお礼を申し上げます。これからも

「宝塚のよりよい保育を考える会」の活動にご支援ご協力よ

ろしくお願いします。 

 


